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【分類】
 目：コウノトリ目 Ciconiiformes
 科 ：コウノトリ科 Ciconiidae
 属 ：コウノトリ属 Ciconia
 種 ：コウノトリ C.boyciana
【学名】Ciconia boyciana（キコニア・ボイキアナ）
【和名】コウノトリ
【英名】Oriental Stork

全長
約120～130cm

５
色（
黒
、黄
、赤
、青
、緑
）の
足
環
の
付
け
方
に
は
、

新
旧
２
種
類
あ
り
ま
す
。足
環
の
位
置
と
色
に
そ
れ

ぞ
れ
割
り
振
ら
れ
た
数
字
を
足
す
と
、そ
の
合
計
数

が
個
体
識
別
番
号
と
な
り
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
装
着
し
て
い
る

足
環
の
色
を
入
力
し
て
、コ
ウ
ノ

ト
リ
の
情
報
を
検
索
で
き
ま
す
。

足
環
で
ど
う
や
っ
て
判
別
す
る
の
？

全頭長
約30～36cm
全頭長
約30～36cm

脚の長さ
約50～60cm
脚の長さ
約50～60cm

嘴峰（しほう）長
約21～26cm　
嘴峰（しほう）長
約21～26cm　

趾（あしゆび）の大きさ
約15～17cm
趾（あしゆび）の大きさ
約15～17cm

嘴高（しこう）  約4～5cm
嘴幅（しふく）  約3～3.9cm
嘴高（しこう）  約4～5cm
嘴幅（しふく）  約3～3.9cm

跗蹠（ふしょ）長
約25～30cm
跗蹠（ふしょ）長
約25～30cm

体重
約5kg
体重
約5kg

翼開長
約200～250cm

・ENDANGERED（IUCNレッドリスト）
・絶滅危惧IA種（CR）（環境省レッドリスト）
・特別天然記念物―1956年指定
・国内希少野生動植物種―1993年指定

カ
エ
ル
や
小
魚
、
昆
虫
な
ど
の
小

動
物
を
主
食
と
し
、
雑
穀
類
は

食
べ
ま
せ
ん
。
飼
育
下
で
は
１
日

約
４
０
０
〜
５
０
０
ｇ
の
エ
サ
を

平
ら
げ
る
ほ
ど
大
食
漢
な
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

生
き
も
の
が
た
く
さ
ん
い
る
自
然

が
必
要
で
す
。

何
を
食
べ
る
？

「
エ
サ
と
り
は
下
手
だ
」言
わ
れ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
。

で
は
一
体
、ど
ん
な
方
法
で
エ
サ
を
捕
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

お
お
む
ね
３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

く
ち
ば
し
の
長
さ
に
対
し
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
舌
は
短
く
、エ
サ
を
喉

の
奥
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、エ
サ
を
１
度
空
中
に

放
し
て
、喉
の
奥
に
放
り
込
む
よ
う
に
し
て
食
べ
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
食
べ
る
？

巣
づ
く
り
・
子
育
て

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
足
は
後
ろ
指
が
長
く
、枝
を
つ
か
む
こ

と
が
で
き
る
た
め
、木
の
上
に
も
と
ま
れ
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
て
ツ
ル
は
後
ろ
指
が
短
く
、枝
を
つ
か
む
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、掛
け
軸
や
花
札

に
描
か
れ
る「
松
上
の

鶴
」の
絵
は
、実

際
に
は
コ
ウ
ノ

ト
リ
だ
ろ
う
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

●
旧
足
環（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

　
右
脚
２
個
と
左
脚
３
個

●
新
足
環（
金
属
）

　
右
脚
２
個
と
左
脚
２
個

コウノトリ
個体検索

現
在
は
人
工
巣
塔（
人
間
が
建
て
た
塔
）や
電
柱
で
営
巣
し
て
い
る
コ
ウ
ノ

ト
リ
で
す
が
、か
つ
て
は
、水
田
を
見
渡
せ
る
山
裾
の
松
の
木
に
直
径
２
ｍ

に
も
な
る
巣
を
つ
く
っ
て
ヒ
ナ
を
育
て
て
い
ま
し
た
。

２
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
、

１
〜
２
日
お
き
に
１
つ
ず
つ

計
４
〜
５
個
を
産
卵
し
ま
す
。

産
卵
後
約
１
カ
月
で
孵
化
、

孵
化
後
約
２
カ
月
で
親
鳥
と

ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
に
な
り
、

巣
立
ち
を
迎
え
ま
す
。

図：県立コウノトリの郷公園

①
獲
物
を
直
接
見
て
、狙
っ
て
捕
ま
え
る

②
く
ち
ば
し
を
半
開
き
に
し
て
水
中
を
突
き
ま
く
り
、く
ち
ば
し
に

当
た
っ
た
獲
物
を
捕
る

③
く
ち
ば
し
を
半
開
き
に
し
て
水
中
に
突
っ
込
ん
だ
ま
ま
左
右
に
振

り
、く
ち
ば
し
に
当
た
っ
た
獲
物
を
捕
る

豊岡で生まれた
コウノトリのほとんどは、
識別のため個体によって
異なる組み合わせの色の
足環をつけています。
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①
瑞
鳥
ブ
ー
ム

鶴
山
に
営
巣
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
４
羽
の
ヒ

ナ
を
か
え
し
、日
露
戦
争
の
勝
利
と
あ
い

ま
っ
て
、繁
殖
は
吉
兆
で
あ
る
と「
瑞
鳥
」

ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
る
。

地
元
の
人
々
は
、コ
ウ
ノ
ト
リ
見
物
の
た
め

に
茶
店
を
出
し
、観
光
客
の
誘
致
活
動
を

展
開
し
た
。茶
店
は
第
２
次
世
界
大
戦
前

ま
で
続
い
た
。

②
保
護
行
政

旧
室
埴
村（
現
在
の
豊
岡
市
出
石
町
南
部
に
あ
た
る
）は
鶴
山
を
保
護
し
、兵
庫
県
は
鶴

山
の
周
囲
18  

ha
を
銃
猟
禁
止
地
に
指
定
。

③
第
２
次
世
界
大
戦
に
よ
る
影
響

戦
地
へ
供
給
す
る
木
材
と
し
て
松
が
大
量
に
伐
採
さ
れ
た
た
め
、コ
ウ
ノ
ト
リ
は
営

巣
の
場
を
失
い
、個
体
数
が
激
減
。
大
陸
の
渡
り
ル
ー
ト
が
戦
地
に
な
っ
た
こ
と
も

大
き
い
と
言
わ
れ
る
。

④
組
織
的
な
保
護
活
動
の
始
ま
り

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
保
護
協
賛
会
」が
発
足
。１
９
５
８
年
に「
但
馬
コ
ウ
ノ
ト
リ
保
存
会
」へ

名
称
を
変
更
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
に
関
す
る
資
料
の
収
集
や
習
性
の
研
究
、１
９
５
９
年
ご
ろ
か
ら
は
人
工
巣

塔
の
設
置（
豊
岡
市
百
合
地
区
）や「
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
そ
っ
と
す
る
運
動
」、人
工
餌
場
を

つ
く
り
小
魚
を
放
流
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
た
。

⑤
コ
ウ
ノ
ト
リ
人
工
飼
育
開
始

豊
岡
市
野
上
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
飼
育
場

（
現
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
付
属
施
設

保
護
増
殖
セ
ン
タ
ー
）が
完
成
。野
生

コ
ウ
ノ
ト
リ
１
ペ
ア（
つ
が
い
）を
捕
獲

し
、人
工
飼
育
を
開
始
す
る
。そ
の
こ

ろ
に
は
、野
外
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
８
羽

ま
で
減
少
し
て
い
た
。

「
い
つ
か
必
ず
空
に
帰
す
」と
約
束
し
、コ

ウ
ノ
ト
リ
を
捕
獲
。そ
の
こ
と
か
ら
、飼

育
に
使
わ
れ
た「
コ
ウ
ノ
ト
リ
保
護
増
殖

セ
ン
タ
ー
第
１
フ
ラ
イ
ン
グ
ケ
ー
ジ
」は

「
約
束
の
ケ
ー
ジ
」と
呼
ば
れ
る
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
保
護
、増
殖
の
先
駆
的
試
み

を
示
す
記
念
的
建
造
物
で
、飼
育
ケ
ー

ジ
発
展
の
起
点
と
な
る
貴
重
な
も
の
と

し
て
、２
０
１
９
年
12
月
に
国
の
有
形
文

化
財
に
登
録
さ
れ
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
歴
史
と
取
組
み

ほ
ぼ
全
国
各
地
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
見
ら
れ
た

豊
岡
市
内
で
は
、中
期
か
ら
幕
末
ま
で
い
く

つ
か
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「
生
類
憐
み
の
令
」発
布

乱
獲
の
時
代

鳥
獣
の
狩
猟
が一般
市
民
に
解
禁
。多
く
の
鳥

獣
が
絶
滅
に
追
い
や
ら
れ
た（
〜
明
治
24
年
）

鳥
獣
猟
規
則
の
制
定（
銃
猟
の
規
制
）

「
狩
猟
ニ
関
ス
ル
規
則
」制
定

狩
猟
規
則
に
よ
り
一
部
の
鳥
獣
が
保
護
さ

れ
た
が
、コ
ウ
ノ
ト
リ
や
ト
キ
は
農
業
の
支

障
に
な
る
有
害
鳥
と
し
て
、保
護
対
象
外

と
さ
れ
た
。

鶴
山（
現
豊
岡
市
出
石
町
桜
尾
）で
１
ペ
ア

が
営
巣

「
狩
猟
法
」制
定（
遊
猟
の
禁
止
）

日
露
戦
争
が
始
ま
る

①
瑞
鳥
ブ
ー
ム

②
保
護
行
政

こ
の
頃
、旧
奈
佐
村
で
も
コ
ウ
ノ
ト
リ
１
ペ

ア
が
営
巣
・
繁
殖

「
狩
猟
法
」施
行
規
則
の
改
正

「
狩
猟
法
」制
定（
全
部
改
正
）

「
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
」制
定

円
山
川
で
大
規
模
改
修
工
事
が
始
ま
る

（
〜
１
９
３
７
年
）

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
の
指
定

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
繁
殖
地
と
し
て「
鶴
山（
出

石
桜
尾
）」が
天
然
記
念
物
に
指
定

関
東
大
震
災

但
馬
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
最
盛
期

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
地
が
豊
岡
盆
地
を
中
心

に
朝
来
市
和
田
山
町
か
ら
京
都
府
京
丹
後

市
久
美
浜
町
の
間（
15
㎞×

30
㎞
）に
拡
大

③
第
２
次
世
界
大
戦
開
戦

第
２
次
世
界
大
戦
終
戦

江
戸
時
代

１
６
８
５
年

（
貞
享
２
）

１
９
２
６
年

（
明
治
元
）

１
９
３
１
年

（
明
治
６
）

１
８
９
２
年

（
明
治
25
）

１
８
９
４
年

（
明
治
27
）

１
８
９
５
年

（
明
治
28
）

１
９
０
４
年

（
明
治
37
）

１
９
０
７
年

（
明
治
40
）

１
９
０
８
年

（
明
治
41
）

１
９
１
８
年

（
大
正
７
）

１
９
１
９
年

（
大
正
８
）

１
９
２
０
年

（
大
正
９
）

１
９
２
１
年

（
大
正
10
）

１
９
２
３
年

（
大
正
12
）

１
９
３
４
年

（
昭
和
９
）

１
９
３
９
年

（
昭
和
14
）

１
９
４
５
年

（
昭
和
20
）

豊
岡
市
河
谷
、八
鹿
町（
現
養
父
市
）浅
間

に
そ
れ
ぞ
れ
１
ペ
ア
が
営
巣

豊
岡
市
が
発
足（
豊
岡
町
、新
田
村
、中
筋

村
、五
荘
村
が
合
併
）

「
文
化
財
保
護
法
」の
制
定

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」が
保
護
対
象
に

農
地
改
革

コ
ウ
ノ
ト
リ
生
息
地
の
移
動
に
伴
い
、天
然

記
念
物
指
定
を「
鶴
山
」か
ら「
養
父
郡（
現

養
父
市
）伊
佐
村
」に
変
更
す
る

「
養
父
郡
伊
佐
村
」の
指
定
が
、天
然
記
念

物
か
ら
特
別
天
然
記
念
物
に
変
更
さ
れ
る

「
種
」と
し
て
の
保
護
指
定

④
組
織
的
な
保
護
活
動
の
始
ま
り

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」の
指
定
が
、特
別
天
然
記
念

物
に
変
更
さ
れ
る

円
山
川
改
修
工
事
が
は
じ
ま
る

経
済
成
長
重
視
社
会
へ

近
代
的
・
効
率
的
な
農
業
へ

但
馬
コ
ウ
ノ
ト
リ
保
存
会
が「
ド
ジ
ョ
ウ
１
匹

運
動
」展
開

兵
庫
県
が「
特
別
天
然
記
念
物
コ
ウ
ノ
ト
リ
」

の
管
理
団
体
に
指
定
さ
れ
る

但
馬
コ
ウ
ノ
ト
リ
保
存
会
が
、保
護
活
動
費

を
募
る｢

愛
の
き
ょ
金
運
動｣

を
開
始

兵
庫
県
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
人
工
飼
育
に
踏

み
切
る
こ
と
を
決
定

食
料
自
給
率（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）が
73
％

に
な
る（
こ
れ
を
最
盛
値
に
、以
後
低
下
）

⑤
コ
ウ
ノ
ト
リ
人
工
飼
育
の
始
ま
り

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
兵
庫
県
の
県
鳥
に
指
定
さ
れ
る

市
内
で
農
業
構
造
改
造
事
業
を
始
め
る

（
赤
石
区
・
土
渕
区
の
土
地
基
盤
整
備
）

文
部
省
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
飼
育
対
策
協
議
会

で
、野
外
に
生
息
す
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
す
べ
て

の
保
護
を
確
認

円
山
川
が
一
級
河
川
に
昇
格
す
る

円
山
川
改
修
工
事
の
計
画
高
水
量
が
改
定

さ
れ
、円
山
川
の
工
事
実
施
基
本
計
画
が

定
め
ら
れ
る

１
９
５
０
年

（
昭
和
25
）

１
９
５
１
年

（
昭
和
26
）

１
９
５
２
年

（
昭
和
27
）

１
９
５
３
年

（
昭
和
28
）

１
９
５
５
年

（
昭
和
30
）

１
９
５
６
年

（
昭
和
31
）

１
９
６
０
年

（
昭
和
35
）

１
９
６
１
年

（
昭
和
36
）

１
９
６
２
年

（
昭
和
37
）

１
９
６
３
年

（
昭
和
38
）

１
９
６
５
年

（
昭
和
40
）

１
９
６
６
年

（
昭
和
41
）

か
つ
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
日
本
の
あ
ち
こ
ち
で
生
息
し
て
い
ま
し
た
。
円
山
川
・

豊
岡
盆
地
を
中
心
に
水
辺
の
生
き
も
の
を
育
む
湿
地
環
境
が
広
が
る
豊
岡

は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
と
っ
て
好
都
合
な
場
所
。「
ジ
ル
田
」
と
呼
ば
れ
る
湿
田
や
、

年
中
水
が
あ
る
土
水
路
、
川
の
浅
瀬
な
ど
を
餌
場
に
、
多
く
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

戦
後
の
経
済
性
・
効
率
性
を
重
視
す
る
社
会
構
造
の
変
化
の
中
、
さ
ま
ざ
ま

な
開
発
に
よ
っ
て
湿
田
や
湿
地
環
境
も
減
り
続
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
農
薬
の
大

量
使
用
な
ど
も
重
な
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
数
を
減
ら
し
て
い
き
ま
し
た
。

公
　
告

登
山
者
心
得

一
、通
路
ノ
外
、山
林
内
ニ
入
ル
事

一
、山
林
内
通
路
途
中
ニ
於
テ
喫
煙
之
事

一
、設
備
□
□
ヲ
破
壊
、又
ハ
移
動
ス
ル
事

一
、山
林
内
ニ
於
テ
汚
物
ヲ
捨
テ
ル
事

一
、樹
木
ヲ
伐
採
ス
ル
事

一
、夜
中
観
覧
ス
ル
事

右
厳
禁
ス
ル

明
治
四
十
五
年
五
月
一
日

室
埴
村
役
場

の
じ
ょ
う

年
表
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
関
す
る
こ
と

豊
岡
市
内
の
動
き

世
の
中
の
動
き

失
わ
れ
た
自
然
環
境
と
文
化
環
境
の
再
生
・
創
造
。

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
協
働
し
た
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
取
組
み
の
拡
が
り
を
紹
介
し
ま
す
。

34

ゆ
る
じ

む
ろ
は
に



⑥
日
本
の
野
外
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
絶
滅

市
内
で
傷
つ
い
て
衰
弱
し
た
最
後
の
野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
保
護
さ
れ
た
が
死
亡
。こ
れ
に

よ
り
、コ
ウ
ノ
ト
リ
は
日
本
の
野
外
か
ら
姿
を
消
し
た
。

⑦
ロ
シ
ア
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
導
入

兵
庫
県
の
友
好
提
携
都
市
で
あ
る
、ロ
シ
ア（
旧
ソ
連
）・
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
か
ら
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
幼
鳥
６
羽（
オ
ス
４
羽
、メ
ス
２
羽
）を
受
贈
し
、飼
育
場
で
飼
育
を
始
め
る
。

⑧
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
人
工
繁
殖

に
初
め
て
成
功

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
人
工
飼
育
開
始
か

ら
24
年
後
、ロ
シ
ア
か
ら
譲
り
受

け
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
か
ら
繁
殖
が
成

功
。３
羽
ふ
化
し
、そ
の
う
ち
２
羽

が
巣
立
ち
し
た
。以
後
、毎
年
ヒ
ナ

が
誕
生
す
る
。

東
京
教
育
大
学
の
武
藤
聡
雄
教
授
が
、豊

岡
盆
地
で
死
ん
だ
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
死
因
が

水
銀
剤
農
薬
に
よ
る
と
発
表

市
内
で
野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ
２
ペ
ア
を
捕
獲

第
１
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
保
護
増
殖
対
策
会
議
開
催

「
公
害
対
策
基
本
法
」制
定

市
内
で
野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ
１
ペ
ア
を
捕
獲

⑥
日
本
の
野
外
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
絶
滅

「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」採
択

福
井
県
武
生
市
で
く
ち
ば
し
の
折
れ
た
コ

ウ
ノ
ト
リ
１
羽（
愛
称
：
武
生
）が
保
護
さ

れ
コ
ウ
ノ
ト
リ
飼
育
場
に
移
送
さ
れ
る

鹿
児
島
県
奄
美
郡
徳
之
島
町
で
コ
ウ
ノ
ト
リ

１
羽
が
保
護
さ
れ
る（
翌
年
飼
育
場
に
移
送
）

環
境
庁
が
設
置
さ
れ
る

農
政
の
大
き
な
変
化
・
減
反
政
策

米
の
過
剰
供
給
解
決
の
た
め
、減
反
政
策

が
始
ま
る

国
連
人
間
環
境
会
議（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
）

で「
人
間
環
境
宣
言
」

国
連
環
境
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）設
置

「
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保

護
に
関
す
る
条
約
」採
択

「
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
」採
択

⑦
ロ
シ
ア
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
導
入

日
本
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
絶
滅

豊
岡
盆
地
に
生
息
し
て
い
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

最
後
の
１
羽（
飼
育
場
で
保
護
）が
死
亡

環
境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
が

「
持
続
可
能
な
開
発
」の
概
念
発
表

⑧
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
人
工
繁
殖
に
初
め
て
成
功

日
本
版
レ
ッ
ド
・
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク（
第
１
版
）公
表

河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
開
始

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
計
画
が
始
ま
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
将
来
構
想
調
査
委
員
会
が
発
足

⑨
柳
行
李
が
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定

「
生
物
多
様
性
条
約
」採
択

「
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
」採
択

国
連
環
境
開
発
会
議（
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
）で「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
リ
オ
宣
言
」

「
種
の
保
存
法
」制
定

１
９
６
６
年

（
昭
和
41
）

１
９
６
７
年

（
昭
和
42
）

１
９
６
９
年

（
昭
和
44
）

１
９
７
１
年

（
昭
和
46
）

１
９
７
２
年

（
昭
和
47
）

１
９
７
３
年

（
昭
和
48
）

１
９
８
５
年

（
昭
和
50
）

１
９
８
６
年

（
昭
和
61
）

１
９
８
７
年

（
昭
和
62
）

１
９
８
９
年

（
平
成
元
）

１
９
９
０
年

（
平
成
２
）

１
９
９
２
年

（
平
成
４
）

国
連
持
続
可
能
な
開
発
検
討
委
員
会
設
置

Ｅ
Ｕ
発
足

「
環
境
基
本
法
」制
定

コ
ウ
ノ
ト
リ
将
来
構
想
調
査
委
員
会
が
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
基
本
構
想
を
策
定
す
る

但
馬
空
港（
現
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
）の
開
港

飼
育
下
第
３
世
代（
Ｆ
２
）が
誕
生
。安
定

し
た
繁
殖
に
目
処
が
た
つ

第
１
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際
か
い
ぎ

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
」開
催

「
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
」策
定

阪
神
・
淡
路
大
震
災

兵
庫
県
が
、コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園（
仮
称
）

基
本
計
画
を
策
定

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
発
効

気
候
変
動
枠
組
条
約
第
３
回
締
約
国
会
議

（
京
都
）

「
京
都
議
定
書
」採
択
。国
ご
と
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
削
減
数
値
目
標
を
定
め
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
で
分
散
飼
育
開
始

河
川
法
の
改
正（
目
的
に
環
境
保
全
を
追
加
）

豊
岡
あ
い
が
も
稲
作
研
究
会
発
足

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」制
定

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
が
開
園

ロ
シ
ア
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
受
贈（
２
回
目
）

「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
」制
定

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
市
の
鳥
に
指
定

⑩
市
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
開
設

⑪
豊
岡
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
を
設
置

第
２
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際
か
い
ぎ

「
人
と
自
然
の
共
生
」開
催

円
山
川
河
川
敷
一
部
を
湿
地
再
生（
ビ
オ

ト
ー
プ
化
）

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
朝
市
友
の
会（
現
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
郷
直
売
所
）」発
足

⑫
転
作
田
を
活
用
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
水
田

を
始
め
る

環
境
省
発
足

コ
ウ
ノ
ト
リ
・
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
ティ
ア
発
足

１
９
９
３
年

（
平
成
５
）

１
９
９
４
年

（
平
成
６
）

１
９
９
５
年

（
平
成
７
）

１
９
９
６
年

（
平
成
８
）

１
９
９
７
年

（
平
成
９
）

１
９
９
９
年

（
平
成
11
）

２
０
０
０
年

（
平
成
12
）

２
０
０
１
年

（
平
成
13
）

⑨
柳
行
李

円
山
川
の
川
原
に
自
生
し
て
い
た｢

コ

リ
ヤ
ナ
ギ（
杞
柳
）｣

を
利
用
し
て
編
ま

れ
て
き
た｢

柳
行
李｣

。杞
柳
細
工
は
湿

地
の
恵
み
を
う
ま
く
活
用
し
た
豊
岡
の

伝
統
工
芸
で
あ
る
。時
代
の
変
化
と
と

も
に
柳
行
李
は
鞄
へ
変
化
し
て
い
き
、

豊
岡
市
を
代
表
す
る
産
業
の
１
つ
と

な
っ
て
い
る
。

⑩
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
と
も
に
暮
ら
せ
る
文
化
創
造

の
拠
点
と
し
て
、県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公

園
内
に
設
置
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
態
や
野
生
復
帰
事
業
、豊

岡
盆
地
の
自
然
・
文
化
に
関
し
て
展
示
・
解

説
を
行
っ
て
い
る
。

⑪
豊
岡
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金

（
詳
し
く
は
13
ペ
ー
ジ
）

し
か
し
、
人
工
繁
殖
は
失
敗
の
連
続
。
成
功
の
兆
し
が
な
い
ま
ま
１
９
７
１
年

に
日
本
の
空
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
絶
滅
し
ま
す
。
豊
岡
は
、
国
内
最
後
の
生
息

地
で
し
た
。

１
９
８
９
年
、
飼
育
の
開
始
か
ら
25
年
目
の
春
、
よ
う
や
く
初
め
て
の
ヒ
ナ
が

誕
生
し
ま
し
た
。

⑫
水
田
ビ
オ
ト
ー
プ

休
耕
田
等
を
利
用
し
、１
年
中
水

位
を
保
つ
ビ
オ
ト
ー
プ
水
田
を
設

置
。
地
域
の
生
物
多
様
性
を
保
全

す
る
と
と
も
に
、環
境
体
験
学
習
の

拠
点
と
し
て
も
活
用
し
て
い
る
。
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⑲
野
外
で
の
ヒ
ナ
誕
生
・
巣
立
ち

百
合
地
人
工
巣
塔
の
ペ
ア
か
ら
、５
月
20
日

に
ヒ
ナ
１
羽
が
誕
生
し
７
月
31
日
に
巣
立

ち
し
た
。日
本
の
野
外
で
43
年
ぶ
り
の
誕

生
、巣
立
ち
は
46
年
ぶ
り
。

㉑
豊
岡
市「
生
き
も
の
共
生
の
日
」

ヒ
ナ
が
誕
生
し
た
５
月
20
日
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
と
豊
岡
市
が「
生
き
も
の
共
生
の
日
」

と
い
う
記
念
日
を
制
定
。コ
ウ
ノ
ト
リ
の
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、身
の
回
り
に
あ
る「
命
」に

優
し
い
ま
な
ざ
し
を
む
け「
共
生
」に
つ
い
て

考
え
る
日
と
し
て
ほ
し
い
。

⑳
学
校
給
食
の
変
化

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
作
付
け
を

増
や
す
に
は
、消
費
を
拡
大
さ
せ
る

こ
と
だ
。だ
っ
た
ら
給
食
で
私
た
ち
が

食
べ
ま
す
！
」

子
ど
も
た
ち
が
市
長
に
直
談
判
し
、

学
校
給
食
で
の
使
用
が
始
ま
っ
た
。

２
カ
月
に
３
回
の
使
用
か
ら
始
ま
り
、

２
０
１
６
年
か
ら
は
週
５
日
使
用
さ

れ
て
い
る
。

㉒
田
結
湿
地

円
山
川
河
口
近
く
の
田
結
区
で
は
、

ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
に
営
巣
し

て
い
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛
来
を
き
っ
か

け
に
、地
元
団
体
の
支
援
や
研
究
者

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、休
耕

田
を
湿
地
と
し
て
機
能
さ
せ
た
。
共

有
財
産
と
し
て
住
民
総
出
で
管
理
作

業
を
行
っ
て
い
る
。

豊
富
な
水
と
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

適
度
な
攪
乱
が
、休
耕
田
を「
明
る
い

湿
地
」と
し
て
保
っ
て
い
る
。

「（
仮
称
）ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
」整
備

基
本
構
想
・
計
画
策
定

18
年
度
自
然
放
鳥
の
中
か
ら
２
羽
が
ペ
ア

と
な
り
産
卵（
孵
化
に
は
至
ら
ず
・
赤
石
人

工
巣
塔
）

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
舞
い
降
り
る
田
ん
ぼ
」に
市
内

９
地
区
認
定

「
第
三
次
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
」決
定

⑲
野
外
で
の
ヒ
ナ
誕
生
・
巣
立
ち（
国
内
で

46
年
ぶ
り
）

環
境
経
済
型
セ
ミ
ナ
ー（
市
民
環
境
大
学
）

自
然
放
鳥
３
羽（
楽
々
浦
）、段
階
的
放
鳥

２
羽（
山
本
）

ひ
の
そ
島（
円
山
川
中
州
）掘
削
完
成

韓
国
教
員
大
学
校
コ
ウ
ノ
ト
リ
研
究
所
へ

４
羽
譲
渡（
２
回
目
）

⑳
学
校
給
食
の
変
化

学
校
給
食
で「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米（
減

農
薬
）」の
使
用
開
始（
２
ヵ
月
に
３
回
）

㉑
豊
岡
市「
生
き
も
の
共
生
の
日
」（
５
／
20
）

を
制
定

段
階
的
放
鳥
２
羽（
三
木
）

三
木
の
段
階
的
放
鳥
拠
点
の
ペ
ア
へ
託
卵
。

そ
の
後
、ヒ
ナ
２
羽
が
巣
立
ち

市
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
で「
環
境
協
力
金
」

呼
び
か
け
開
始

「
生
物
多
様
性
基
本
法
」制
定

ふ
る
さ
と
納
税「
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
寄
付
金
」

制
度
導
入

コ
ウ
ノ
ト
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
を
開
設

ト
キ
の
野
生
復
帰
始
ま
る（
新
潟
県
佐
渡
市
）

㉒
田
結
の
休
耕
田
で
湿
地
創
出
の
動
き

豊
岡
市
マ
ス
コ
ッ
ト
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
の「
コ
ー

ち
ゃ
ん
」、オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の「
オ
ー

ち
ゃ
ん
」誕
生

コ
ウ
ノ
ト
リ
生
息
地
保
全
協
議
会
を
設
立

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議（
韓
国
）

「
水
田
決
議
」採
択

「
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
２
０
１
０
」決
定

段
階
的
放
鳥
２
羽（
唐
川
）

国
土
交
通
省
が
、出
石
川
加
陽
大
規
模
湿

地
整
備
工
事
に
着
手

㉓
市
立
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
開
設

２
０
０
７
年

（
平
成
19
）

２
０
０
８
年

（
平
成
20
）

２
０
０
９
年

（
平
成
21
）

寄
付
金「
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
」の
本
格
的
活

用
が
始
ま
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
を
活
用
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ

の
設
置
を
開
始

「
豊
岡
市
経
済
成
長
戦
略
」策
定

福
井
県
越
前
市
に
野
生
個
体
１
羽
が
飛
来

㉔
コ
ウ
ノ
ト
リ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
ク
ラ
ブ
発
足

山
本
の
段
階
的
放
鳥
拠
点
の
ペ
ア
へ
託
卵
。

そ
の
後
、ヒ
ナ
２
羽
が
巣
立
ち

放
鳥
個
体
と
野
生
個
体（
エ
ヒ
メ
）の
ペ
ア

が
成
立
、初
繁
殖

生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議

（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

「
愛
知
目
標
」を
採
択

段
階
的
放
鳥
２
羽（
山
本
）

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
舞
い
降
り
る
田
ん
ぼ
」に
３

地
区
認
定（
う
ち
市
内
１
地
区
）

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
に
向
け
た
動

き
が
本
格
化

「
円
山
川
下
流
域
及
び
周
辺
水
田
」が
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
の
国
内
潜
在
候
補
地
に
選
定

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
が
本
格
化

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定

第
４
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際
か
い
ぎ「
野

生
復
帰
が
も
た
ら
す
も
の
〜
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
紡

ぐ　
い
の
ち
・
地
域
・
経
済
・
文
化
〜
」開
催

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
地
を
全
国
に
広
げ
る
市

民
か
い
ぎ
」、「
関
係
自
治
体
会
議
」を
開
催

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
化
対
策
会
議
」立
ち

上
げ

東
日
本
大
震
災

㉕「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
」策
定

兵
庫
県
が「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
推
進
計

画（
第
２
期
）」を
策
定

「
一
斉
生
き
も
の
調
査
日
」（
６
／
26
）指
定

「
生
物
多
様
性
国
家
戦
略2012-2020

」

決
定

市
外
で
の
初
繁
殖（
京
都
府
京
丹
後
市
）

国
土
交
通
省
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
が

「
円
山
川
水
系
河
川
整
備
計
画（
国
管
理
区

間
）」を
策
定

放
鳥
３
世
の
誕
生

２
０
１
０
年

（
平
成
22
）

２
０
１
１
年

（
平
成
23
）

２
０
１
２
年

（
平
成
24
）

㉓
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地

城
崎
町
戸
島
区
で
、〝
ジ
ル
田
〞と
呼
ば

れ
た
湿
田
の
一
部
を
買
い
上
げ
て
兵
庫

県
と
豊
岡
市
が
整
備
し
た
人
工
湿
地
。

楽
々
浦
湾
〜
円
山
川
〜
日
本
海
と
水

路
で
つ
な
が
る
汽
水
湿
地
0.7 

ha
と
農
業

用
水
や
湧
水
を
引
き
込
ん
だ
淡
水
湿

地
2.5 

ha
が
あ
り
、仕
切
り
堤
防
に
設

置
さ
れ
た
起
伏
ゲ
ー
ト
を
利
用
し
て
、

た
く
さ
ん
の
魚
類
等
が
行
き
来
す
る
。

円
山
川
下
流
域
に
お
け
る
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
生
息
地
や
地
域
の
生
物
多
様
性
保

全
の
核
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

㉔
コ
ウ
ノ
ト
リ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
ク
ラ
ブ

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
そ
の
生
息
を
支
え
る
豊

岡
の
自
然
に
つ
い
て
学
び
、発
信
で
き

る
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
学
校
や
学
年
を
越
え
た
活
動
団

体
。
対
象
は
豊
岡
市
内
の
小
学
校
４

〜
６
年
生
。

２
０
１
２
年
か
ら
は
、コ
ウ
ノ
ト
リ
Ｋ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
ク
ラ
ブ
経
験
者
の
中
学
生
が

「
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
＋（
プ
ラ
ス
）」と
し
て
加

わ
る
。

㉕
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

兵
庫
県
教
育
委
員
会
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
が
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」を
策
定
。

野
生
復
帰
の
目
的
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
歴
史
を
踏
ま
え
、５
年
間
に
わ
た
る
試
験
放
鳥
に
よ

り
得
ら
れ
た
科
学
的
研
究
成
果
を
検
証
し
、こ
れ
ら
を
基
に
こ
れ
か
ら
の
本
格
的
野
生

復
帰
を
目
指
し
た
短
・
中
期
計
画
と
野
生
復
帰
の
最
終
ゴ
ー
ル
を
提
示
す
る
。

豊
岡
市
以
外
で
は
、兵
庫
県
養
父
市
、兵
庫
県
朝
来
市
、福
井
県
越
前
市
、千
葉
県
野
田

市
に
も
放
鳥
拠
点
が
あ
る
。

【
主
な
課
題
】 

①
繁
殖
ペ
ア
の
な
わ
ば
り
の
重
複

 

②
人
為
的
な
給
餌
へ
の
依
存

 

③
繁
殖
ペ
ア
数
の
回
復

 

④
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
よ
る
絶
滅
リ
ス
ク
の
回
避

【
短
期
目
標
】 

①
豊
岡
個
体
群
の
維
持（
７
ペ
ア
）

 

②
自
活
の
促
進（
給
餌
方
法
の
実
験
的
変
更
）

 

③
新
た
な
繁
殖
個
体
群
の
創
設
に
向
け
た
共
同
研
究

 

④
遺
伝
的
多
様
性
の
向
上

 

⑤
但
馬
個
体
群
へ
の
拡
大（
14
〜
15
ペ
ア
の
創
出
）

【
中
期
目
標
】 

国
内
地
域
で
の
繁
殖
個
体
群
の
確
立

【
ゴ
ー
ル
】 

安
定
し
た
メ
タ
個
体
群
構
造
の
確
立

２
０
０
７
年
に
は
、
43
年
ぶ
り
に
野
外
で
ヒ
ナ
が
誕
生
し
、
46
年
ぶ
り
の
巣
立

ち
と
な
り
ま
し
た
。
放
鳥
と
自
然
下
で
の
繁
殖
に
よ
り
、
２
０
１
７
年
に
野
外

の
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
１
０
０
羽
を
突
破
。
２
０
２
０
年
に
２
０
０
羽
、
２
０
２
２
年

に
３
０
０
羽
を
超
え
、
順
調
に
数
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

た 

い

さ
さ
う
ら
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㉖
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地「
円
山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
」

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
は
、国
際
的
に
重
要
な
湿
地
と
、そ
こ
に
生
息
・
生
育
す
る
動
植
物

を
保
全
し
、賢
明
な
利
用
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
条
約
。

野
生
復
帰
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
を
支
え
る
自
然
再
生
の
取
組
み
が
評
価
を
受
け
、

２
０
１
２
年
７
月
に
円
山
川
下
流
域
と
そ
の
周
辺
の
水
田
５
６
０
ha
を
登
録
。２
０
１
８

年
に
は
、コ
ウ
ノ
ト
リ
の
個
体
数
増
加
や
市
内
に
お
け
る
繁
殖
地
の
拡
が
り
を
う
け
て
、

５
３
４
ha
を
拡
張
登
録
し
た
。

㉗
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
個
体
群
管
理
に
関
す
る
機
関
・
施
設
間
パ
ネ
ル

国
内
個
体
群
管
理
に
関
す
る
連
携
組
織
と
し
て
設
立
。

動
物
園
な
ど
の
施
設
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
保
全（
域
外
保
全
）と
野
外
に

生
息
す
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
保
全（
域
内
保
全
）に
取
り
組
む
作
業
部
会
を
設
置
し
、両
部

会
が
連
携
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
践
。非
常
事
態
に
備
え
た
分
散
飼
育
や
遺

伝
的
多
様
性
の
維
持
、生
息
地
の
拡
大
な
ど
を
目
指
す
。

㉘｢

豊
岡
市
生
物
多
様
性
地
域
戦
略｣

市
の
施
策
全
般
に
お
け
る
生
物
多
様
性

保
全
の
道
筋
と
方
法
を
示
し
、関
係
機
関

や
事
業
者
、住
民
な
ど
に
も
理
解
を
求
め

な
が
ら
協
働
で
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

策
定
。計
画
期
間
は
15
年（
２
０
１
３
〜

２
０
２
７
年
度
）。

５
年
ご
と
に
短
期
戦
略
を
見
直
し
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
で
支
え
る
生
物
多
様
性

保
全
」を
目
指
す
。

遺
伝
的
多
様
性
の
向
上
、性
比
バ
ラ
ン
ス
の

向
上
を
強
化（
多
摩
動
物
公
園
と
の
コ
ウ
ノ

ト
リ
交
換
）

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
第
11
回
締
約
国
会
議

（
ル
ー
マ
ニ
ア
）

㉖「
円
山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
」が
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録

生
息
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
保
全
管
理
作
業
員

を
配
置

㉗
国
内
個
体
群
管
理
に
関
す
る
連
携
組
織

立
ち
上
げ

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
事
業
」の
検
証
実
施

養
父
市
八
鹿
町
伊
佐
で
放
鳥
開
始

㉘「
豊
岡
市
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
」策
定

「
加
陽
湿
地
拠
点
整
備
・
管
理
計
画
」策
定

千
葉
県
野
田
市
、飼
育
下
で
初
の
ふ
化
、巣
立
ち

朝
来
市
山
東
町
三
保
で
放
鳥
開
始

韓
国
慶
尚
南
道
金
海
市
で
Ｊ
０
０
５
１（
愛

称
：
ポ
ン
ス
ニ
）が
目
撃
さ
れ
る

東
京
都
多
摩
動
物
公
園
に
有
精
卵（
４
個
）

を
移
送

福
井
県
越
前
市
の
飼
育
ペ
ア
が
産
卵
、托

卵
で
初
の
ふ
化

生
物
多
様
性
条
約
第
12
回
締
約
国
会
議

第
５
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際
か
い
ぎ「
未

来
へ
！
〜
野
生
復
帰
の
す
す
め
〜
」開
催

京
都
丹
後
鉄
道「
但
馬
三
江
駅
」か
ら「
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
郷
駅
」に
改
称

学
校
給
食
で
の「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米

（
減
農
薬
）」の
使
用
を
週
３
回
に

イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会

日
本
館
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で「
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
お
米
」使
用

㉙
加
陽
湿
地
概
成

千
葉
県
野
田
市
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
が
始
ま
る

気
候
変
動
枠
組
条
約
第
21
回
締
約
国
会

議
で「
パ
リ
協
定
」締
結

野
外
で
放
鳥
後
１
０
０
羽
目
と
な
る
巣
立

ち
を
確
認

韓
国
・
礼
山
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
放
鳥
が
始
ま
る

福
井
県
越
前
市
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
放
鳥
が

始
ま
る

学
校
給
食
で
の「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米

（
減
農
薬
）」の
使
用
を
週
５
回
に

２
０
１
２
年

（
平
成
24
）

２
０
１
３
年

（
平
成
25
）

２
０
１
４
年

（
平
成
26
）

２
０
１
５
年

（
平
成
27
）

２
０
１
６
年

（
平
成
28
）

生
物
多
様
性
条
約
第
13
回
締
約
国
会
議

10
年
ぶ
り
に
野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ
１
羽
が
飛
来

徳
島
県
鳴
門
市
、島
根
県
雲
南
市
で
初
繁
殖

自
然
再
生
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定

㉚
市
内
全
公
立
小
中
学
校
で「
ふ
る
さ
と

教
育
」が
始
ま
る

中
郷
遊
水
地
の
整
備
が
始
ま
る

㉛
市
立
加
陽
水
辺
公
園
開
設

野
外
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
数
が
１
０
０
羽

突
破

兵
庫
県
養
父
市
で
初
繁
殖

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
第
13
回
締
約
国
会
議

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
エ
リ
ア
拡
張

鳥
取
県
鳥
取
市
、福
井
県
坂
井
市
で
初
繁
殖

コ
ウ
ノ
ト
リ
保
護
増
殖
セ
ン
タ
ー
第
１
フ

ラ
イ
ン
グ
ゲ
ー
ジ
が
国
登
録
有
形
文
化
財

に
登
録

栃
木
県
小
山
市
で
初
繁
殖（
関
東
圏
初
）

京
都
府
綾
部
市
、福
井
県
越
前
市
で
初
繁
殖

野
外
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
数
が
２
０
０
羽

突
破

コ
ウ
ノ
ト
リ
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
か
い
ぎ
開
催

第
６
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
国
際
か
い
ぎ「
つ

な
が
る
！
い
の
ち
・
地
域
・
こ
こ
ろ
」開
催

兵
庫
県
淡
路
市
、福
井
県
小
浜
市
で
初
繁
殖

石
川
県
志
賀
町
で
初
繁
殖

野
外
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
数
が
３
０
０
羽

を
突
破

越
前
市
で
巣
立
っ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
台
湾
で

確
認
さ
れ
る

学
校
給
食
で「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米（
無

農
薬
）」を
試
験
的
に
提
供

２
０
１
７
年

（
平
成
29
）

２
０
１
８
年

（
平
成
30
）

２
０
１
９
年

（
令
和
元
）

２
０
２
０
年

（
令
和
２
）

２
０
２
１
年

（
令
和
３
）

２
０
２
２
年

（
令
和
４
）

２
０
２
３
年

（
令
和
５
）

㉙
加
陽
湿
地

円
山
川
と
出
石
川
の
合
流
点
付
近
に

位
置
す
る
加
陽
エ
リ
ア(

沖
加
陽
区
・

下
加
陽
区)

で
、国
土
交
通
省
が
整
備

し
た
約
15 

ha
の
湿
地
。

閉
鎖
型
と
開
放
型
の
湿
地
を
併
設
し
、

多
様
な
水
辺
環
境
を
創
出
し
て
い
る
。

六
方
田
ん
ぼ
や
伊
豆
人
工
巣
塔
に
近

く
、コ
ウ
ノ
ト
リ
の
重
要
な
生
息
拠
点

と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ
る
。

㉛
加
陽
水
辺
公
園

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
や
河
川

の
自
然
再
生
な
ど
、人
と
自
然
の

共
生
を
象
徴
す
る
新
た
な
拠
点

と
し
て
整
備
。

加
陽
湿
地
と
隣
接
す
る
山
を
活

用
し
て
、自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
環
境
教
育
を
行
な
っ
て
い
る
。

㉚「
ふ
る
さ
と
教
育
」

ふ
る
さ
と
豊
岡
へ
の
愛
着
を
深
め
る

た
め
の
探
究
的
な
学
習
で
、「
ジ
オ

パ
ー
ク
」「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」「
産
業
・
文

化
」の
３
分
野
で
構
成
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
分
野
で
は
、小
学
３
年

生
と
５
年
生
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
他
の

生
き
も
の
や
人
々
と
の
つ
な
が
り
や

営
み
を
学
び
、地
域
の
一
員
と
し
て

今
、自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
る
。 【登録面積】1,094ha

【保護の制度】
国指定鳥獣保護区特別保護地区
国立公園特別地域
河川区域
【登録基準】
基準② 絶滅のおそれのある種や群集を支えている湿地
基準⑧ 魚類の食物源、産卵場、稚魚の生息場として重要な湿地詳しくはコチラ
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こくふこくふ

えばらえばら

とよおかとよおか

きのさき
おんせん
きのさき
おんせん

げんぶどうげんぶどう

たけのたけの

こうのとりのさとこうのとりのさと

円
山
川

円
山
川

豊
岡
市

ハチゴロウの
戸島湿地
（p.10） 田結湿地

（p.9）

ひのそ島
（p.7）

円山川
（p.7） 水田

ビオトープ
（p.6）

水田
（p.8）

小さな
自然再生
活動

加陽湿地
（p.12）

ひのそ島ひのそ島

コウノトリの郷公園
コウノトリ文化館
コウノトリ本舗

コウノトリの郷公園
コウノトリ文化館
コウノトリ本舗

加陽湿地
加陽水辺公園

加陽湿地
加陽水辺公園

田結湿地田結湿地

ハチゴロウの
戸島湿地
ハチゴロウの
戸島湿地

ラムサール条約湿地

●
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
関
す
る
情
報
発
信

●
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
地
保
全
対
策

●
生
物
多
様
性
の
保
全

●
次
世
代
の
育
成

豊
岡
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
を

活
用
す
る
主
な
取
組
み

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
地
と
な
る

水
辺
環
境
の

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
地
と
し
て
重
要
な
湿
地
。

さ
ま
ざ
ま
な
湿
地
が
繋
が
り
、
生
き
も
の
の

行
き
交
う
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

豊
岡
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組
み
を
支
援
い
た
だ

く
た
め
、寄
付
金
を
募
り「
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
」と

し
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
年
の
設
置
以
来
、個
人
・
団
体
・
企
業
な

ど
全
国
か
ら
多
く
の
寄
付
を
い
た
だ
き
、コ
ウ
ノ
ト

リ
も
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

支
援
活
動

豊
岡
市
の
取
組
み
に
賛
同
す
る
多
く
の
企
業
・

団
体
か
ら
湿
地
の
保
全
・
再
生
に
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

植
林
な
ど
と
異
な
り
、
湿
地
は
手
を
入
れ
続
け

な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
陸
地
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

湿
地
生
物
群
集
の
頂
点
に
立
つ
コ
ウ
ノ
ト
リ
も

住
め
る
豊
か
な
生
態
系
を
作
る
た
め
に
は
皆
さ

ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

詳しくはコチラ

コ
ウ
ノ
ト
リ
の

｢

コ
ー
ち
ゃ
ん｣

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

｢

オ
ー
ち
ゃ
ん｣

日本海

来日岳

玄武洞

コウノトリ
但馬空港

出石城跡

兵庫県

豊岡市

来日岳の雲海

玄武洞

兵
庫
県
北
東
部
に
位
置
し
、日
本
海
に
面
し
て
い
ま
す
。

市
域
の
約
80
％
を
森
林
が
占
め
、中
央
部
に
は
一
級
河

川
で
あ
る
円
山
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
や
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
は
じ
め
と
す
る

希
少
な
動
植
物
が
生
息
す
る
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。


